
西
独
株
式
法
に
お
け
る
監
査
役
員
の
責
任

布
　
　
井

千
　
　
博

（75）西独隊式法における監査役員の責任

序

　
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
監
査
役
会
（
＞
巨
ω
ざ
ま
彗
津
）
が
株
式
会

社
の
必
要
機
関
と
さ
れ
た
の
は
、
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
き
準
則

主
義
を
採
用
し
た
一
八
七
〇
年
第
一
株
式
改
正
法
に
お
い
て
で
あ

る
が
、
特
許
状
（
O
ζ
『
9
）
時
代
の
国
家
監
査
に
代
わ
る
自
主
的

監
視
制
度
と
し
て
の
機
能
は
十
分
に
活
か
さ
れ
ず
、
監
査
役
会
が

法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
監
督
機
関
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
一
九
五
一
年
共
同
決
定
法
お
よ
ぴ
そ
の
後
の
一
連
の
労
働

者
参
加
立
法
の
成
立
に
伴
い
、
監
査
役
会
は
、
共
同
決
定
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

る
経
営
協
議
の
場
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る
に
至
り
、
さ
ら
に
、

執
行
部
と
企
業
関
係
者
と
を
結
び
つ
け
、
両
者
の
艮
好
な
関
係
を

保
つ
協
議
体
（
団
g
庁
巨
轟
賢
算
）
と
し
て
の
性
楕
が
強
調
さ
れ

＾
3
）
た
。
し
か
し
、
近
年
の
西
独
経
済
の
停
滞
と
そ
れ
に
伴
う
企
業
倒

産
の
増
加
に
よ
り
、
監
査
役
会
が
本
来
果
す
べ
き
監
督
機
関
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

て
の
役
割
も
、
漸
く
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
監
査
役
会
の
業
務
監
査
機
能
を
研
究
す
る
上
で
の

手
掛
り
と
し
て
、
監
査
役
員
の
責
任
に
つ
き
考
察
す
る
。
西
ド
イ

ツ
に
お
い
て
、
現
行
一
九
六
五
年
株
式
法
の
も
と
で
、
監
査
役
員

の
監
視
義
務
違
反
に
つ
い
て
の
責
任
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
近
時
、
同
一
法
系
に
属
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

お
い
て
、
監
査
役
員
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
き
責
任
を
認
め
る
判

　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

断
が
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
ド
イ

ツ
の
学
説
理
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
以
下
、
考
察
の
前
提
と
し
て
監
査
役
会
に
よ
る
監
査
の
概
要
を
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ま
ず
述
べ
、
次
い
で
監
査
役
員
の
責
任
に
つ
き
問
題
点
を
論
ず
る

こ
と
に
す
る
。

監
査
役
会
に
よ
る
監
査
の
概
要

　
監
査
役
会
は
、
業
務
執
行
を
監
視
す
る
任
務
を
負
う
（
株
式
法

一
一
一
条
一
項
）
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
は
、
取
締
役
（
く
O
H
－

ω
＄
巨
）
の
業
務
執
行
に
つ
き
、
適
法
性
、
合
目
的
性
お
よ
ぴ
経

済
性
の
観
点
か
ら
監
視
を
行
い
、
葉
務
執
行
上
の
過
誤
を
で
き
る

だ
け
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
除
去
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

利
益
を
保
謹
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
監
視
任
務
遂
行
の
手
段
と
し
て
、
株
式
法
は
、
敢

締
役
員
の
選
任
お
よ
び
解
任
権
（
株
式
法
八
四
条
）
の
ほ
か
に
、

情
報
収
集
権
と
監
督
是
正
権
を
定
め
る
。
情
報
収
集
権
と
し
て
は
、

取
締
役
か
ら
経
常
的
に
報
告
を
受
け
る
権
利
（
株
式
法
九
〇
条
一

項
二
項
）
、
取
締
役
に
対
す
る
情
報
講
求
権
（
株
式
法
九
〇
条
三

項
）
お
よ
ぴ
帳
簿
・
文
書
等
の
閲
箆
検
査
権
（
株
式
法
一
一
一
条

二
項
）
が
あ
る
。
情
報
収
集
の
結
果
、
業
務
執
行
上
の
過
誤
を
発

見
し
た
場
合
、
監
査
役
会
は
、
そ
の
除
去
に
努
め
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
次
の
監
督
是
正
手
段
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
年
度
決
算
書
の
検
査
承
認
権
（
株
式
法
一
七

一
条
二
項
、
一
七
二
条
）
、
特
定
種
類
の
行
為
に
つ
い
て
の
同
意

権
（
株
式
法
一
一
一
条
四
項
）
、
株
主
総
会
招
集
権
（
株
式
法
一

一
一
条
三
項
）
お
よ
ぴ
敢
締
役
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
お

け
る
会
社
代
表
権
（
株
式
法
一
二
一
条
）
で
あ
る
。

　
監
査
役
会
は
、
会
社
、
株
主
お
よ
ぴ
債
権
者
の
た
め
に
、
効
果

的
監
督
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
要
す
る
が
、

具
体
的
場
合
に
何
を
な
す
ぺ
き
か
は
、
監
査
役
会
の
義
務
に
適
っ

　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

た
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。

二
　
責
任
の
法
的
根
拠

　
以
上
に
述
べ
た
監
視
任
務
は
、
監
査
役
会
全
体
に
与
え
ら
れ
て

い
る
が
、
個
々
の
監
査
役
員
は
、
監
査
役
会
構
成
員
と
し
て
、
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

査
役
会
の
監
視
任
務
の
遂
行
に
協
カ
す
る
権
利
義
務
を
有
す
る
。

そ
の
際
、
監
査
役
員
は
、
監
視
義
務
の
履
行
に
つ
き
、
通
常
か
つ

良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
を
用
い
ね
ぱ
な
ら
ず
、
こ
れ
を
怠

る
場
合
に
は
責
任
を
課
せ
ら
れ
る
（
株
式
法
一
ニ
ハ
条
、
九
三
条

一
項
）
。
株
式
法
上
課
せ
ら
れ
る
責
任
は
、
会
社
に
対
す
る
責
任

と
会
社
債
権
者
に
対
す
る
責
任
と
に
分
け
ら
れ
、
株
主
に
対
す
る

責
任
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
第
三
者
に
つ
い
て
は
、

不
法
行
為
に
関
す
る
規
定
（
民
法
典
八
二
三
条
、
八
二
六
条
）
に

脳



（η）　西独株式法における監査役員の責任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

基
づ
い
て
の
み
、
監
査
役
員
の
責
任
を
追
及
し
う
る
。

　
ω
　
会
社
に
対
す
る
責
任

　
監
査
役
員
は
、
職
務
の
遂
行
と
く
に
業
務
執
行
の
監
視
に
お
い

て
、
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
を
周
い
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
監
査
役
員
は
、
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
と
き
、
，
そ
れ

よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
に
つ
き
、
連
帯
債
務
者
と
し
て
会
社
に

対
し
義
務
を
負
う
（
株
式
法
一
一
六
条
、
九
三
条
一
項
一
文
、
二

項
一
文
）
。

　
監
査
役
員
が
負
う
こ
の
責
任
は
、
注
意
義
務
に
違
反
し
た
場
合

に
お
け
る
過
失
責
任
で
あ
り
、
民
法
上
の
過
失
責
任
と
同
様
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
含
に
責
任
が
生
ず
る
。

　
一
、
監
査
役
員
が
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
惹
起
せ
し
め
た

こ
と
。

　
二
、
そ
の
行
為
が
監
査
役
員
に
課
せ
ら
れ
た
行
為
義
務
に
違
反

し
、
し
た
が
っ
て
違
法
で
あ
る
こ
と
。

　
三
、
違
反
行
為
が
、
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意

を
怠
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
。

　
第
一
の
要
件
に
お
い
て
は
、
監
査
役
員
の
行
為
と
損
害
発
生
と

の
間
に
因
果
関
係
が
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
因
果
関
係
の

証
明
に
つ
い
て
は
、
会
社
機
関
の
行
為
と
損
害
発
生
と
の
聞
に
密

接
な
関
連
性
が
存
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ぱ
足
り
、
裁
判
官
は
、

自
由
な
心
証
に
よ
り
（
民
事
訴
訟
法
二
八
七
条
）
、
機
関
の
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

に
よ
り
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
か
否
か
を
決
す
る
権
能
を
有
す
る
。

　
第
二
、
第
三
の
要
件
、
す
な
わ
ち
違
法
性
と
有
責
性
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
「
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
」
と
い

う
注
意
義
務
基
準
が
特
別
な
意
味
を
有
す
る
。
伝
統
的
学
説
に
よ

れ
ぱ
、
株
式
法
に
よ
り
取
締
役
員
お
よ
ぴ
監
査
役
員
に
課
せ
ら
れ

た
注
意
義
務
は
、
債
務
の
履
行
に
つ
き
、
「
取
引
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
注
意
」
を
課
す
る
民
法
二
七
六
条
と
同
様
、
特
殊
の
グ

ル
ー
プ
す
な
わ
ち
取
締
役
お
よ
ぴ
監
査
役
会
の
所
属
員
の
過
失
基

　
　
　
　
　
＾
皿
〕

準
と
な
る
と
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
民
法
挙
に
お
け
る
違
法
性
概
念
の
変

化
、
す
な
わ
ち
客
観
的
注
意
義
務
違
反
を
違
法
性
の
要
素
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
言
）

挙
説
の
擾
頭
に
応
じ
て
、
株
式
法
上
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
を
違
法
性
の
要
件
な
い
し
は
構
成
要
件
要
素
と
す
る
学

　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
〕

説
が
増
え
て
き
て
い
る
。
リ
ヅ
ペ
ル
ト
に
よ
れ
ぱ
、
「
通
常
か
つ

良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
」
は
、
違
法
性
お
よ
ぴ
有
責
性

の
判
断
基
準
と
し
て
二
重
に
機
能
す
る
と
す
る
（
∪
o
電
農
冒
・

　
＾
∬
〕

ζ
一
昌
）
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
注
意
義
務
は
過
失
基
準
と
し
て
、

民
法
典
二
七
六
条
が
有
す
る
機
能
に
対
応
す
る
機
能
を
有
す
る
。
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第
二
に
、
注
意
義
務
違
反
は
独
立
し
た
請
求
原
因
で
あ
り
、
義
務

違
反
と
な
る
加
害
行
為
に
つ
い
て
の
構
成
要
件
を
形
成
し
、
違
法

性
基
準
と
な
る
。
た
だ
し
、
義
務
の
内
容
が
最
少
限
の
都
分
に
つ

い
て
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
取
締
役
員
と
異
な
り
、
監
査
役
員

に
つ
い
て
は
、
業
務
執
行
の
監
視
と
い
う
義
務
内
容
が
明
確
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
注
意
義
務
の
機
能
は
、
違
法
性
基
準
ど
し
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

も
、
過
失
塞
準
と
し
て
の
面
が
璽
視
さ
れ
る
と
す
る
。
本
稿
に
お

い
て
も
、
監
査
役
員
の
注
意
義
務
に
関
し
て
は
、
過
失
基
準
と
し

て
の
面
か
ら
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
以
上
に
述
ぺ
た
要
件
が
満
た
さ
れ
た
と
き
に
、
監
査
役
員
の
責

任
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
株
式
法
は
、
注
意
義
務
を
尽
く
し

た
こ
と
の
証
明
を
監
査
役
員
に
課
し
、
挙
証
責
任
を
転
換
し
て
い

る
（
株
式
法
一
ニ
ハ
条
、
九
三
条
二
項
二
文
）
。
挙
証
責
任
転
換

の
理
由
は
、
監
査
役
員
に
よ
る
証
明
の
容
易
さ
（
黒
奏
一
旨
彗
①
）

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
監
査
役
会
の
処
置
に
よ
り
会
社
に
損
害

が
生
じ
た
場
合
、
監
査
役
員
が
注
意
義
務
を
十
分
に
尽
く
さ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

っ
た
と
い
う
推
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
会
社
は
、
監
査
役

員
の
行
為
ま
た
は
不
作
為
が
会
社
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
、
あ
る
い

は
損
害
増
大
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ぱ
足
り
、
監
査

役
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
必
要
な
注
意
を
用
い
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

証
明
し
な
け
れ
ぱ
、
責
任
を
免
れ
え
な
い
。

　
ω
　
会
社
償
権
者
に
対
す
る
責
任

　
会
社
償
権
者
は
、
会
社
よ
り
弁
済
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に

．
は
、
自
己
の
債
権
の
充
足
の
た
め
、
監
査
役
員
に
対
す
る
会
社
の

損
害
賠
償
講
求
権
を
直
接
行
使
し
う
る
（
株
式
法
一
ニ
ハ
条
、
九

三
条
五
項
）
。

　
債
権
者
が
有
す
る
こ
の
賠
償
請
求
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、

債
権
者
は
、
会
社
の
請
求
権
を
行
使
す
る
資
楮
を
与
え
ら
れ
た
に

　
　
　
　
　
＾
”
）

す
ぎ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
監
査
役
員
に
対
し
固
有
の
請
求
権
を

　
　
　
　
＾
2
0
〕

有
す
る
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
以
前
は
前
説
が
支
配
的
で
あ
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
は
後
説
の
方
が
有
カ
と
恩
わ
れ
る
。
後
説

の
長
所
は
、
会
社
と
償
権
者
の
請
求
権
を
異
な
る
も
の
と
解
す
る

こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
繋
属
お
よ
ぴ
確
定
カ
が
別
々
に
判
断
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

会
社
お
よ
ぴ
債
権
者
に
と
っ
て
有
利
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
に

よ
れ
ば
、
償
権
者
は
、
自
己
の
債
務
者
た
る
会
社
の
損
害
賠
償
講

求
権
を
自
ら
の
利
益
に
お
い
て
行
使
す
る
と
い
う
、
特
別
規
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
〕

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
償
権
者
に
よ
る
賭
償
講
求
の
要
件
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
債

権
者
と
は
、
そ
の
償
権
が
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
基
づ
く
か
に
か

か
わ
り
な
く
、
会
社
に
対
し
法
的
に
執
行
可
能
な
債
権
を
有
し
て
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（79）　西独株式法における監壷役員の貴任

い
る
者
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
員
が
任
務
の
遂
行
に
お

い
て
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
者
は
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
〕

社
償
権
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
債
権
者
に
よ
る
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
監
査
役
員
に

重
大
な
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
隈
ら
れ
る
（
株
式
法
一
ニ
ハ

条
、
九
三
条
五
項
二
文
）
。
重
大
な
義
務
違
反
の
内
容
に
つ
い
て

は
説
が
分
れ
、
会
社
に
お
け
る
重
大
な
損
害
の
発
生
と
注
意
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
〕

の
著
し
い
違
反
を
意
味
す
る
と
解
す
る
説
と
、
重
過
失
を
意
味
す

る
の
で
あ
っ
て
、
会
社
の
損
害
の
多
寡
吃
問
題
と
し
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

は
な
い
と
解
す
る
説
が
あ
る
。

　
債
権
者
が
監
査
役
員
に
訴
を
提
起
す
る
場
合
、
会
社
が
訴
を
提

起
し
た
場
合
と
同
一
の
証
明
を
な
せ
ぱ
足
り
、
そ
れ
以
上
の
証
明

は
必
要
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
償
権
者
は
、
会
社
に
対
す
る
請
求

権
を
有
す
る
こ
と
、
会
社
か
ら
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
会

社
が
監
査
役
員
に
対
し
義
務
違
反
に
基
づ
く
賠
償
請
求
権
を
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

る
こ
と
を
主
張
立
証
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
監
査

役
員
は
、
自
己
の
行
為
が
株
主
総
会
決
議
に
基
づ
く
こ
と
や
、
会

社
が
講
求
権
を
放
棄
し
ま
た
は
和
解
し
た
こ
と
を
抗
弁
と
し
て
主

張
し
え
な
い
（
株
式
法
一
ニ
ハ
条
、
九
三
条
五
項
三
文
）
。

三
　
監
査
役
員
の
注
意
義
務

　
ω
　
一
般
的
定
義

　
監
査
役
員
に
課
せ
ら
れ
た
注
意
義
務
の
内
容
の
解
明
は
、
そ
の

責
任
の
範
囲
を
明
ら
か
と
し
、
さ
ら
に
具
体
的
場
合
に
お
け
る
監

査
役
員
の
行
動
指
針
を
提
供
す
る
。
株
式
法
は
、
監
査
役
員
が
そ

の
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
「
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の

注
意
」
を
用
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
文
言
を
い
か
に

解
す
べ
き
か
が
間
題
の
中
心
と
な
る
。

　
ま
ず
、
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
に
つ
い
て
の

抽
象
的
意
味
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
文
言
は
、
取
締
役
員
の
注
意

義
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
監
査
役
員
の
注
意
義
務
と
し

て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
監
査
役
員
の
地
位
・
佳
務
に
応
じ
た
読

み
替
え
を
必
要
と
す
る
。
学
説
は
、
「
通
常
か
つ
良
心
的
な
監
視

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

者
お
よ
び
検
査
者
の
注
意
」
、
「
通
常
か
つ
良
心
的
な
商
人
が
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵬
〕

役
員
の
地
位
に
あ
る
と
き
用
う
べ
き
注
意
」
、
あ
る
い
は
「
営
業
上

お
よ
ぴ
財
政
上
の
事
項
に
つ
い
て
平
均
的
商
人
よ
り
も
高
度
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
〕

験
を
有
す
る
者
に
対
し
て
要
求
し
う
る
と
同
一
の
注
意
」
と
い
う

定
義
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
定
義
は
、
表
現
の
相
違
こ
そ
あ

れ
、
い
ず
れ
も
監
査
役
員
の
地
位
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
か
つ
客

78？



一橘論叢第93巻第6号（80）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

観
的
過
失
基
準
の
設
定
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
い

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
に
帰
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
取
締
役
員
に
課
せ
ら
れ
た
注
意
義
務
と
、
監
査
役
員
に

課
せ
ら
れ
た
注
意
義
務
の
差
異
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
学
説
の
多

数
は
、
取
締
役
と
監
査
役
会
の
任
務
の
相
異
よ
り
次
の
よ
う
に
解

す
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
は
会
社
の
指
揮
か
ら
排
除
さ
れ
、

か
つ
取
締
役
に
自
己
責
任
に
よ
る
指
揮
が
委
ね
ら
れ
た
結
果
（
株

式
法
七
六
条
）
、
監
査
役
会
の
佳
務
は
監
督
と
検
査
の
任
務
に
制

限
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
用
う
ぺ
き
注
意
の
程
度
も
限
定
さ
れ
る
と

　
＾
3
1
）

解
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
リ
ッ
ペ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
す
な
わ

ち
、
取
締
役
員
と
監
査
役
員
の
注
意
義
務
の
相
異
は
、
．
過
失
基
準

と
し
て
軽
重
の
差
が
あ
る
と
は
解
し
え
ず
、
各
々
の
活
動
段
階
の

相
異
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
取
締
役
と
監
査
役
会
と
の

関
係
は
、
株
式
会
社
企
業
内
部
で
の
法
律
上
の
分
業
と
し
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
監
視
機
関
は
、
第
一
次
的
機
能
た
る
指
揮
機
能
か

ら
排
除
さ
れ
、
そ
の
義
務
は
監
視
義
務
に
変
化
し
、
と
く
に
情
報

収
集
権
の
行
使
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
取
締
役
員
と

監
査
役
員
の
注
意
義
務
に
は
程
度
の
差
異
が
あ
る
と
は
解
し
え
ず
、

義
務
づ
け
ら
れ
た
行
為
の
内
容
に
よ
り
梱
異
が
生
ず
る
だ
け
で
あ

　
　
＾
㏄
〕

る
と
す
る
。
，

　
こ
の
問
題
は
、
会
社
に
対
す
る
監
査
役
員
の
責
任
を
判
断
す
る

場
合
と
同
時
に
、
取
締
役
員
と
監
査
役
員
の
連
帯
貴
任
が
生
じ
た

場
合
の
内
部
的
求
償
問
題
に
関
連
し
て
、
議
論
の
価
値
が
見
い
出

せ
る
。
求
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
数
説
の
よ
う
に
解
す
る
方
が

適
切
と
考
え
ら
れ
る
が
、
過
失
の
判
断
に
お
い
て
、
監
査
役
員
の

方
が
取
締
役
員
よ
り
も
一
般
的
に
注
意
義
務
の
程
度
が
低
い
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
監
査
役
貝
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
凝
間
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
職
務
の
内
容
に
則
し
て
責
任
が
判
断
さ
る
べ
き

で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
数
説
に
よ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
監
査

役
員
は
、
客
観
的
に
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
こ
と
を
証
明
せ
ね
ぱ

な
ら
ず
、
結
果
的
に
は
過
失
の
程
度
の
差
異
は
、
会
社
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鎚
）

関
係
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
な
ら
な
い
。

　
ω
　
業
務
執
行
の
監
視
に
お
け
る
注
意
義
務

　
株
式
法
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監
視
し
、
会
社
に
損
害
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
監
査
役
会
に
様
々
の

権
限
を
与
え
る
。
監
査
役
員
は
、
監
査
役
会
の
構
成
員
と
し
て
、

効
果
的
な
監
視
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
業
務
執
行
の
監
視
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
弘
〕

と
さ
れ
る
知
識
と
能
力
と
を
備
え
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ

れ
故
、
会
社
事
業
に
対
す
る
理
解
を
欠
き
会
社
内
の
出
来
事
に
つ
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き
判
断
を
下
せ
な
い
者
、
監
査
役
会
議
に
出
席
し
ま
た
は
そ
の
準

傭
を
す
る
時
間
を
有
さ
な
い
者
、
病
気
の
者
等
は
、
選
任
を
受
諾

し
た
時
点
で
既
に
法
律
上
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
に
違
反
し
て
い

　
　
　
　
　
＾
蝸
）

る
と
解
さ
れ
る
。

　
監
査
役
会
の
監
視
任
務
の
遂
行
に
お
い
て
は
、
株
式
法
上
の
権

限
の
分
配
に
よ
り
取
締
役
に
一
定
の
裁
量
が
留
保
さ
れ
、
墳
末
事

の
監
視
は
、
取
締
役
と
監
査
役
会
と
の
間
の
協
力
を
妨
げ
る
恐
れ

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
会
は
、
取
締
役
員
の
選
任
時
に
、

必
要
な
注
意
を
用
い
て
取
締
役
員
が
信
頼
し
う
る
こ
と
を
確
信
す

れ
ぱ
、
そ
の
後
の
活
動
に
お
い
て
は
、
一
定
限
度
ま
で
は
取
締
役

　
　
　
　
　
　
＾
脆
）

員
を
信
頼
し
う
る
。

　
取
締
役
が
法
偉
上
禁
じ
ら
れ
て
い
る
行
為
を
行
い
、
あ
る
い
は

会
社
に
損
害
を
与
え
る
業
務
を
行
っ
た
場
合
、
監
査
役
員
が
注
意

義
務
を
尽
く
し
た
か
否
か
は
、
次
の
二
面
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　
第
一
は
、
監
視
の
手
段
た
る
情
報
収
集
権
が
適
切
に
行
使
さ
れ

た
か
否
か
で
あ
る
。
株
式
法
は
、
監
査
役
会
に
対
す
る
取
締
役
の

報
告
義
務
と
並
ん
で
、
監
査
役
会
全
体
の
権
限
と
し
て
、
取
締
役

に
対
す
る
報
告
請
求
権
と
帳
簿
等
の
閲
覧
検
査
権
を
定
め
、
個
々

の
監
査
役
員
に
対
し
て
も
報
告
請
求
権
を
与
え
る
（
株
式
法
九
〇

条
三
項
二
文
）
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
監
査
役
員
の
注
意
義
務

違
反
は
、
情
報
収
集
権
の
行
使
に
関
す
る
監
査
役
会
決
議
に
反
対

の
投
票
を
な
し
、
あ
る
い
は
業
務
執
行
上
の
過
誤
を
知
り
ま
た
は

知
り
う
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
収
築
権
の
行
使

に
つ
い
て
の
提
案
を
監
査
役
会
に
な
す
の
を
怠
り
、
あ
る
い
は
自

ら
報
告
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
に
生
ず
る
こ
と

　
　
＾
包

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
、
監
査
役
員
は
、
不
知
を
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
磐

責
の
理
由
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
第
二
は
、
業
務
執
行
上
の
過
誤
の
除
去
の
た
め
に
監
査
役
員
が

十
分
な
措
置
を
講
じ
た
か
否
か
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査

役
員
は
、
監
視
活
動
に
お
い
て
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
業
務
執

行
上
の
過
誤
を
知
り
、
ま
た
は
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者

の
注
意
を
用
い
れ
ぱ
知
り
う
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
可
能
な
手
段

を
用
い
て
こ
れ
を
是
正
除
去
す
ぺ
く
行
為
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

こ
の
意
味
で
、
監
査
役
員
の
注
意
義
務
は
、
調
査
の
頻
度
よ
り
も
、

調
査
の
厳
格
さ
と
確
認
さ
れ
た
過
誤
に
つ
い
て
い
か
な
る
是
正
手

段
の
行
使
が
必
要
か
の
判
断
に
、
そ
の
重
心
が
置
か
れ
る
と
い
え

＾
3
9
）

る
。　

監
査
役
会
が
有
す
る
是
正
手
段
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
に
対

す
る
非
難
の
表
明
お
よ
ぴ
取
締
役
員
の
解
任
で
あ
る
。
取
締
役
員

の
解
任
に
つ
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
解
任
自
体
が
会
社
に
損
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害
を
も
た
ら
す
恐
れ
も
あ
り
、
慎
重
を
要
す
る
」
し
た
が
っ
て
、

予
想
さ
れ
る
損
害
が
重
大
で
、
単
に
非
難
す
る
こ
と
だ
け
で
は
い

か
な
る
改
善
も
期
待
さ
れ
な
い
と
き
に
の
み
、
解
任
は
、
監
査
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
如
）

会
の
注
意
義
務
に
適
っ
た
描
置
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
取
締
役
の
業
務
執
行
に
よ
り
会
社
が
損
害
を
蒙
る
可
能
性
が
確

認
さ
れ
た
と
き
、
監
査
役
員
は
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
株
式
法
は
、
監
査
役
会
に
対
し
て
様

々
な
是
正
手
段
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
監
査
役
員
は
、
年
度
決
算
書
の
承
認
の
拒
否
、
株
主
総
会

の
招
集
、
監
査
報
告
書
へ
の
記
載
等
の
、
取
締
役
に
対
し
異
議
を

表
明
す
る
た
め
の
手
段
の
行
使
を
、
監
査
役
会
に
捉
案
し
な
け
れ

　
　
　
　
＾
4
1
）

ぱ
な
ら
な
い
。

　
右
の
提
案
が
監
査
役
会
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
監
査

役
員
は
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
職
務
を
辞
任
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
辞
任
自
体
は
、
会
社
に
対
し
何
等
影

響
を
及
ぽ
さ
な
い
た
め
、
辞
任
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
他
の
監
査

役
員
が
辞
任
と
い
う
威
嚇
に
よ
り
そ
の
態
度
を
変
え
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
期
待
が
僅
・
か
で
も
存
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
監
査
役
員
が
辞
任
に
よ
る
免
責
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、

監
査
役
会
議
に
お
い
て
反
対
意
見
を
表
明
し
、
か
つ
辞
任
に
は
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
2
）

嚇
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
　
　
　
榊

　
㈹
　
会
計
監
査
に
お
け
る
注
意
義
務

　
年
慶
決
算
書
の
検
査
に
お
け
る
監
査
役
会
の
任
務
は
、
決
算
検

査
役
（
＞
冨
o
巨
畠
蜆
雫
富
胃
）
に
よ
る
決
算
書
検
査
の
後
に
、
自
ら

検
査
を
行
い
（
株
式
法
一
七
一
条
一
項
）
、
検
査
結
果
を
株
主
総

会
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
（
株
式
法
一
七
一
条
二
項
一
文
）
。

す
な
わ
ち
、
監
査
役
会
は
、
決
算
検
査
役
の
検
査
報
告
書
に
基
づ

き
、
年
度
決
算
書
の
適
法
性
、
完
全
性
お
よ
ぴ
真
実
性
に
つ
い
て

検
査
を
行
い
、
さ
ら
に
取
締
役
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
評
価
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴫
〕

お
よ
び
そ
の
変
更
の
合
目
的
性
を
判
断
す
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題

の
調
査
の
た
め
に
、
監
査
役
会
は
、
決
算
検
査
役
を
監
査
役
会
議
．

に
招
聰
し
う
る
（
株
式
法
一
七
一
条
一
項
二
文
）
。

　
こ
の
よ
う
に
年
度
決
算
書
検
査
に
お
い
て
、
監
査
役
会
と
決
算

検
査
役
は
協
力
関
係
に
あ
る
が
、
監
査
役
会
が
決
算
検
査
役
の
検

査
結
果
を
信
頼
し
う
る
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
は
い
か
な
る
範
囲
で

か
の
間
題
が
生
じ
る
。
一
般
に
、
監
査
役
会
は
、
決
算
検
査
役
の

検
査
報
告
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
反
対
に
、

決
算
検
査
役
と
同
一
の
検
査
を
再
び
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ

　
　
　
　
　
＾
仏
〕

る
も
の
で
も
な
い
。

　
監
査
役
会
は
、
決
算
検
査
役
に
要
求
さ
れ
る
経
済
検
査
士
ま
た
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は
経
済
検
査
会
社
と
し
て
の
公
的
資
格
か
ら
、
特
別
の
状
況
が
存

し
な
い
隈
り
決
算
検
査
役
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
決
算
検
査
役
に
よ
っ
て
監
査
証
明
が
な
さ
れ
た
場
含
に
は
・

（
株
式
法
一
六
七
条
一
項
）
、
監
査
役
会
は
、
帳
簿
が
正
規
に
作
成

さ
れ
、
年
度
決
算
書
が
帳
簿
、
明
細
書
お
よ
ぴ
会
社
の
文
書
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
蝸
〕

致
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
う
る
。
た
だ
し
、
監
査
役
会
に
も

独
自
の
検
査
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
決
算
検
査
役

の
検
査
報
告
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
を
盲
目
的
に

信
頼
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
・
監
査
役
会
は
、
通

常
、
試
査
の
方
法
（
o
口
ま
吾
昌
σ
彗
奏
ぎ
）
に
よ
っ
て
決
算
検
査

役
の
検
査
の
正
確
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
要
講
さ
れ
、
そ
の
正
確

性
に
疑
惑
の
存
す
る
場
合
に
は
、
と
く
に
試
査
に
よ
る
検
査
の
必

　
　
　
　
＾
蝸
）

要
が
増
大
す
る
。
さ
ら
に
、
監
査
役
会
は
、
業
務
執
行
の
監
視
の

一
環
と
し
て
、
決
算
検
査
役
の
検
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
合
目

的
性
の
観
点
か
ら
の
判
断
を
な
さ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

も
監
査
役
会
に
よ
る
独
自
の
検
査
の
必
要
性
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
監
査
役
員
は
、
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
場

合
、
決
算
検
査
役
の
過
失
を
理
由
に
自
ら
の
賛
任
を
免
れ
る
こ
と

　
　
　
＾
蝸
）

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
す
ぺ
て
の
監
査
役
員
は
、
検
査
が
正
規
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
き
責
任
を
負
い
、
経
験
不
足
は
免
責
の
理
由

　
　
　
　
（
仰
）

と
は
な
ら
な
い
。

　
ω
　
責
任
判
断
の
た
め
の
個
別
的
事
情

　
以
上
に
述
べ
た
監
査
役
員
の
注
意
義
務
は
、
過
失
の
判
断
基
準

と
し
て
未
だ
抽
象
的
で
あ
り
、
具
体
的
場
合
に
お
い
て
は
、
さ
ら

に
個
別
的
な
事
情
が
過
失
の
判
断
に
お
い
て
顧
慮
せ
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
事
情
の
う
ち
、
と
く
に
類
型
化
さ
れ
た
若
干

の
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　
乱
　
専
門
知
識

　
株
式
法
は
、
監
査
役
員
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
と
く
に
規
定
を

設
け
て
お
ら
ず
、
監
査
役
員
は
、
特
別
の
専
門
知
識
を
要
求
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
株
主
総
会
が
、
個
々
の
監
査
役
員

の
専
門
的
知
識
や
経
験
を
選
任
の
理
由
と
し
て
考
慮
し
た
場
合
、
、

そ
の
よ
う
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
と
い
う
事
惜
は
、
当
該
監
査

役
員
の
責
任
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
監

査
役
員
は
、
専
門
分
野
に
関
し
て
は
他
の
者
よ
り
も
高
度
の
注
意

　
　
　
　
＾
5
0
）

が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
監
査
役
員
間
に
お
い
て
職
務
の

分
担
を
定
め
、
分
担
都
門
に
応
じ
た
専
門
家
を
配
す
る
こ
と
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
馴
〕

要
性
か
ら
も
、
肯
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
h
　
職
務
の
分
担

　
監
査
役
会
内
部
に
お
い
て
、
職
務
の
分
担
は
許
容
さ
れ
る
」
こ

791



一橋論叢　第93巻　第6号　（84）

の
場
合
、
各
監
査
役
員
は
、
主
と
し
て
自
ら
が
担
当
し
た
活
動
領

域
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
が
、
他
の
監
査
役
員
の
活
動
に
対
し
て

も
監
視
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
担
当
外
の
職
務
に

つ
い
て
は
、
監
視
を
ま
っ
た
く
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
職
務
担
当

者
の
解
怠
を
知
り
な
が
ら
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
場
合
、

不
注
意
に
よ
っ
て
解
怠
を
看
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任
を
負

う
。
た
だ
し
、
監
査
役
員
が
特
別
の
専
門
知
識
に
基
づ
き
検
査
を

行
う
場
合
、
他
の
監
査
役
員
は
、
一
般
に
そ
の
検
査
の
正
確
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
躯
）

信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
委
員
会
に
特
別
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
場
合

に
妥
当
し
、
委
員
会
構
成
員
は
そ
の
任
務
の
遂
行
に
責
任
を
負
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

他
の
者
は
監
視
義
務
を
負
う
。

　
α
　
不
知
．
お
よ
ぴ
予
見
可
能
性

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
株
式
法
は
監
査
役
会
に
様
々
の
情
報

収
集
手
段
を
与
え
て
お
り
、
個
々
の
監
査
役
員
も
ま
た
、
自
ら
取

締
役
に
報
告
の
請
求
を
な
し
、
あ
る
い
は
監
査
役
会
に
検
査
措
置

の
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
役
員
は
、

業
務
執
行
上
の
過
誤
に
つ
き
、
適
切
に
権
限
を
行
使
し
て
い
れ
ぱ

知
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

免
責
の
た
め
に
不
知
を
援
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
監
査
役
員
は
、
取

締
役
の
業
務
執
行
に
よ
り
会
社
に
損
害
が
生
ず
る
こ
と
は
予
見
可

能
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
免
責
の
た
め
に
援
用
し
う
る
か
否
か
が

問
題
と
な
る
。
予
見
可
能
性
の
不
存
在
を
免
責
事
由
と
し
て
否
定

す
る
こ
と
は
、
過
失
責
任
の
概
念
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
り
、
認

め
難
い
。
そ
れ
故
に
、
監
査
役
員
が
最
大
の
注
意
を
用
い
て
も
、

取
締
役
の
行
為
か
ら
損
害
の
生
じ
る
こ
と
を
予
見
し
え
な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

に
は
、
責
任
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
予
見
可
能
性
の
不
存
在
を

容
易
に
認
め
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
個
々
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
検
査
措
置
の
不
作
為
が
。

あ
れ
ぱ
、
有
責
性
は
肯
定
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
予
見
可
能
性
の
不

存
在
は
、
そ
れ
を
主
張
す
る
者
が
立
証
す
ぺ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で

い
う
予
見
可
能
性
と
は
、
状
況
に
応
じ
た
有
効
適
切
な
調
査
・
監

視
お
よ
ぴ
観
察
を
行
っ
て
い
れ
ば
予
想
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る

　
　
　
＾
肪
）

と
解
さ
れ
る
。

四
　
連
帯
責
任
制
度

　
監
査
役
会
の
主
た
る
任
務
が
業
務
執
行
の
監
視
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
監
査
役
員
の
責
任
が
生
じ
る
の
は
、
自
ら
の
行
為
に
よ
り

会
社
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
よ
り
も
、
監
視
義
務
を
怠
っ
た

792



（85）西独株式法における監査役員の資佳

場
合
が
中
心
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
監
査
役
員
は
、
取
締
役
の
義

務
違
反
よ
り
生
じ
た
会
社
の
損
害
に
つ
き
、
監
視
義
務
違
反
を
理

由
と
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
連
帯
責
任
に

よ
っ
て
、
監
査
役
員
は
、
取
締
役
の
活
動
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に

つ
き
保
証
を
す
る
立
場
に
立
た
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は

　
＾
研
）
な
い
。
他
方
、
監
査
役
会
内
都
に
お
い
て
も
、
職
務
の
分
担
お
よ

ぴ
委
員
会
の
形
成
に
よ
り
、
監
査
役
員
の
内
部
的
地
位
は
様
々
で

あ
る
。
。
そ
れ
故
に
、
監
査
役
員
の
責
任
を
考
察
す
る
場
合
、
連
帯

責
佳
と
そ
れ
に
伴
う
内
部
的
求
償
関
係
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。

　
ω
　
違
帯
責
任

．
株
式
法
は
、
義
務
違
反
よ
り
生
じ
た
会
社
の
損
害
に
つ
き
、
監

査
役
員
が
連
帯
償
務
者
と
し
て
責
任
を
負
う
ぺ
き
旨
を
定
め
る

（
株
式
法
一
一
六
条
、
九
三
条
二
項
）
。
各
監
査
役
員
は
、
責
任
を

免
れ
る
た
め
に
は
、
通
常
か
つ
良
心
的
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
を

用
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
連
帯
責
任
の
規
定
は
、
機
関
構
成
員
の
責
任
の
加
重
な
ら
ぴ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肇

会
社
機
関
の
義
務
違
反
か
ら
会
社
を
保
護
す
る
機
能
を
営
む
。
す

な
わ
ち
、
連
帯
責
任
と
注
意
義
務
の
履
行
に
関
す
る
挙
証
責
任
の

転
換
に
よ
り
、
複
数
の
機
関
ま
た
は
機
関
構
成
員
が
、
自
己
の
行

為
に
よ
り
損
害
を
生
ぜ
し
め
、
ま
た
は
共
同
し
て
生
ぜ
し
め
た
場

合
、
反
証
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
各
機
関
構
成
員
は
義
務
に
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
弱
）

し
て
行
為
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
証
と
し

て
は
、
注
意
義
務
の
履
行
に
よ
る
過
失
の
不
存
在
を
立
証
せ
ね
ぱ

な
ら
ず
、
他
の
取
締
役
員
ま
た
は
監
査
役
員
に
過
失
の
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
0
〕

と
は
免
責
の
理
由
と
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
機
関
構
成
員
間
に
お

け
る
過
失
の
程
度
の
差
異
も
、
会
社
に
対
す
る
関
係
で
は
考
慮
さ

　
　
＾
ω
）

れ
な
い
。
こ
の
結
果
、
取
締
役
お
よ
ぴ
監
査
役
会
の
行
為
に
よ
り

会
社
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
各
構
成
員
に
よ
り
注
意
義
務
を
尽

く
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
会
社
は
佳
意
の
取
締
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聾

お
よ
ぴ
監
査
役
員
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
う
る
。

　
連
帯
責
任
は
、
取
締
役
員
と
監
査
役
員
相
互
に
お
け
る
連
帯
責

佳
と
、
監
査
役
員
間
に
お
け
る
連
帯
責
任
と
に
分
け
て
論
ぜ
ら
れ

る
。
取
締
役
員
と
監
査
役
員
と
の
連
帯
責
任
は
、
取
締
役
が
会
社

に
損
害
を
生
ぜ
し
め
る
処
置
を
行
い
、
監
査
役
員
が
取
締
役
を
十

分
に
監
視
せ
ず
、
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
な
か
っ

た
場
合
に
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
監
査
役
員
の
注
意
義
務

に
つ
い
て
は
、
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
監
査
役
会
内
部
に
お
け
る
連
帯
責
任
が
と
く
に
問
題
と
な
る
の

は
、
監
査
役
員
間
に
職
務
の
分
担
が
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
と
、

損
害
を
も
た
ら
し
た
処
置
が
監
査
役
会
決
議
に
基
づ
く
場
合
で
あ
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る
。　
職
務
分
担
の
場
合
、
監
査
役
員
は
、
担
当
外
の
職
務
に
つ
い
て

も
監
視
義
務
を
負
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
職
務
を

分
担
し
た
者
と
分
担
し
な
い
者
と
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
視
任
務
の
遂
行
は
、
機
関
と
し
て
の
監

査
役
会
す
な
わ
ち
監
査
役
員
全
員
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
る
ぺ
き
単

一
の
給
付
で
あ
り
、
職
務
の
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

会
社
に
対
し
て
は
不
可
分
の
給
付
と
し
て
履
行
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

＾
6
3
）い
。
そ
れ
故
に
、
職
務
を
担
当
し
た
者
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に

つ
き
と
く
に
責
任
を
負
う
が
、
そ
れ
以
外
の
者
も
、
監
査
役
会
の

監
視
機
能
が
全
般
的
に
。
良
好
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
責
任

を
負
い
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
監
査
役
貝
と
し
て
の
注
意
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
〕

が
軽
減
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
監
査
役
員
が
、
監
査
役
会
決
議
を
違
法
ま
た
は
不
当
と
判
断
す

る
場
合
、
単
に
監
査
役
会
で
反
対
の
投
票
を
な
す
だ
け
で
は
、
十

分
に
義
務
を
尽
く
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
監
査
役
員
は
、
自

ら
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
決
議
の
修
正
を
試
み
ね
ぱ
な
ら
ず
、
こ

の
提
案
を
議
事
録
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
求
し
う
る
。
と
く
に
取

締
役
の
監
視
に
関
す
る
決
議
に
反
対
の
場
合
、
監
査
役
員
は
、
も

う
一
名
の
監
査
役
員
と
共
伺
し
て
取
締
役
会
に
対
す
る
報
告
請
求

権
を
行
使
し
（
株
式
法
九
〇
条
三
項
二
文
）
、
必
要
な
場
合
に
は

株
主
総
会
の
招
築
を
提
案
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

監
査
役
員
は
、
監
査
役
会
決
議
が
不
当
な
場
合
、
そ
の
よ
う
な
決

議
に
反
対
し
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
損
害
回
避
の
手
段
を
講
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
）

こ
と
を
も
証
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
②
　
求
償

　
以
上
に
述
べ
た
連
帯
責
任
の
結
果
、
会
社
ま
た
は
償
権
者
は
、

容
易
に
監
査
役
員
の
責
任
を
遣
及
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
反
面
で
、
監
査
役
員
が
主
張
し
う
る
抗
弁
は
、
客
観
的
に
注

意
義
務
を
尽
く
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
監
視
義
務
を
尽
く
し
た
こ

と
に
限
ら
れ
る
た
め
、
と
き
に
は
監
査
役
員
に
と
っ
て
苛
酷
な
結

央
と
な
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
、
監
査
役
員
が
職
務
を
受

諾
し
た
以
上
苛
受
さ
る
べ
き
結
果
と
い
え
る
が
、
当
事
者
間
の
公

平
を
計
る
た
め
、
監
査
役
員
に
は
、
取
締
役
員
ま
た
は
他
の
監
査

役
員
に
求
償
を
求
め
る
途
が
開
か
れ
て
い
る
。
求
償
が
裁
判
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
最
終
的
な
損
害
の

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
＾
6
6
）

分
配
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
連
帯
債
務
者
は
、
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
．
原
則
と
し
て
同

等
の
負
担
都
分
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
（
民
法
典
四
二
六
条
一
項
）
。

株
式
法
に
お
い
て
、
同
等
の
負
担
部
分
に
対
す
る
例
外
は
、
取
締
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役
と
監
査
役
会
間
に
あ
っ
て
は
、
機
関
の
位
置
づ
け
の
差
異
か
ら

生
じ
、
監
査
役
会
内
部
に
あ
っ
て
は
、
各
監
査
役
員
の
地
位
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
研
）

び
職
務
の
差
異
よ
り
生
じ
る
。
内
部
求
償
関
係
に
お
け
る
負
担
部

分
の
調
整
に
お
い
て
は
、
損
害
惹
起
へ
の
寄
与
度
と
過
失
の
程
度

が
考
慮
さ
れ
る
。
寄
与
度
は
、
損
害
を
故
意
に
生
ぜ
し
め
た
か
否

か
、
あ
る
い
は
他
の
者
よ
り
も
損
害
を
容
易
に
防
止
し
え
た
か
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
硯
〕

か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
過
失
の
程
度
は
、
各
自
の
知
識
、

能
力
お
よ
び
時
間
傾
注
の
度
合
い
を
考
慮
し
て
、
各
別
に
判
断
さ

　
＾
望
．
れ
る
（
民
法
典
二
五
四
条
）
。

　
取
締
役
員
と
監
査
役
員
間
の
求
償
関
係
に
つ
い
て
は
、
取
締
役

．
員
と
監
査
役
員
と
で
は
過
失
の
程
度
が
異
な
り
、
そ
れ
は
負
担
部

分
の
決
定
に
お
い
て
反
映
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
が
多
数
を

占
め
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ぱ
、
取
締
役
が
独
立
性
を
有
し
、
業
務

執
行
行
為
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
取
締
役
員
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
）

よ
り
大
き
な
責
任
を
課
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
求
償
問
題
に
つ
い
て
も
、
取
締
役
員
と
監
査
役

員
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
す
る
有

　
　
　
　
　
＾
”
〕

力
説
も
存
す
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ぱ
、
取
締
役
と
監
査
役
会
へ
の

指
揮
と
監
督
の
権
隈
の
分
配
は
、
任
務
分
担
の
必
要
性
よ
り
生
じ

た
分
業
と
い
う
べ
く
、
責
任
問
題
に
つ
い
て
差
異
を
認
め
る
必
要

は
な
い
と
解
し
、
民
法
典
四
二
六
条
一
項
に
よ
り
、
同
等
の
負
担

部
分
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
と
解
す
る
。

　
求
償
間
題
は
あ
く
ま
で
内
部
的
関
係
で
あ
り
、
損
害
と
な
っ
た

行
為
へ
の
関
与
の
度
合
い
は
、
業
務
執
行
を
担
当
す
る
取
締
役
員

の
方
が
一
般
に
強
い
の
で
あ
ザ
、
そ
の
意
味
で
取
締
役
員
の
負
担

部
分
を
大
き
く
解
す
る
多
数
説
の
方
が
妥
当
と
恩
わ
れ
る
。

　
監
査
役
員
間
に
お
け
る
求
償
関
係
は
、
職
務
の
分
担
が
な
さ
れ

て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
に
分
け
ら
れ
る
。
職
務
の
分

担
の
な
さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
な
監
査
役
会
に
お
い
て
は
、
各
監

査
役
員
の
損
害
惹
起
へ
の
寄
与
度
と
過
失
の
程
度
は
、
通
常
異
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
監
視
義
務
の
遂
行
が
客
観
的
に
不
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
知
識
能
力
の
欠
如
等
の
主
観
的
事
情
が
存
す
る
場

合
に
は
、
過
失
の
程
度
に
差
異
が
生
じ
、
負
担
部
分
の
決
定
に
影

　
　
　
秀
）

響
を
与
え
る
。

　
職
務
が
分
担
さ
れ
、
委
員
会
が
形
成
さ
れ
た
監
査
役
会
に
お
い

て
は
、
職
務
担
当
者
ま
た
は
委
員
会
構
成
員
が
そ
の
職
務
に
つ
い

て
第
一
次
的
義
務
を
負
う
た
め
、
単
に
監
視
義
務
を
負
う
に
す
ぎ

な
い
他
の
者
よ
り
も
、
過
失
の
程
度
が
大
き
い
も
の
と
い
え
る
。
ー

そ
れ
故
に
、
職
務
担
当
者
ま
た
は
委
員
会
構
成
員
の
み
が
責
任
を

負
担
す
る
こ
と
も
あ
り
え
、
少
な
く
と
も
監
視
義
務
し
か
負
わ
な
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秀
）

い
者
よ
り
は
大
き
な
負
担
部
分
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

職
務
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
と
監
視
義
務
の
み
を
負
う
グ
ル
ー
プ

の
内
都
に
お
い
て
も
、
各
人
の
個
人
的
能
カ
や
知
識
に
応
じ
て
、

グ
ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
負
担
部
分
が
さ
ら
に
各
自
に
割
り

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
閥
〕

当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

結

ぴ

　
以
上
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
西
独
株
式
法
の
も
と
に
お

け
る
監
査
役
員
の
責
任
は
、
会
社
に
対
す
る
関
係
で
は
、
客
観
的

な
注
意
義
務
の
違
反
が
責
任
判
断
の
基
準
と
さ
れ
、
か
つ
他
の
取

締
役
員
お
よ
び
監
査
役
員
と
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
り
加
璽

さ
れ
て
い
る
反
面
、
内
都
関
係
に
お
い
て
は
、
損
害
惹
起
へ
の
寄

与
度
と
各
自
の
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
負
担
部
分
が
決
定
さ
れ
、

当
事
者
間
の
公
平
が
計
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
監
査
役
員
の

責
任
の
あ
り
方
は
、
制
度
上
の
幾
多
の
相
異
を
超
え
て
、
わ
が
国

の
監
査
役
員
の
責
任
を
考
察
す
る
上
で
も
、
参
考
に
な
る
と
考
え

る
。　

ま
ず
第
一
は
、
監
査
役
に
課
せ
ら
れ
た
注
意
義
務
の
明
確
化
の

必
要
性
で
あ
る
。
注
意
義
務
の
明
確
化
は
、
責
任
の
判
定
基
準
を

明
ら
か
と
し
、
監
査
役
に
よ
る
職
務
遂
行
の
適
正
を
確
保
す
る
。

監
査
役
に
課
せ
ら
れ
た
注
意
義
務
は
、
抽
象
的
に
は
善
良
な
る
管

理
者
の
注
意
、
す
な
わ
ち
監
査
役
の
地
位
に
お
い
て
一
般
的
に
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
〕

求
さ
れ
る
平
均
人
の
注
意
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
地
位
の
特
殊
性

よ
り
、
会
社
の
営
業
上
お
よ
び
会
計
上
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
高

度
の
知
識
・
経
験
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
注
意

は
、
会
社
の
規
模
お
よ
び
業
種
に
よ
っ
て
異
な
り
う
る
が
、
知

識
・
経
験
の
欠
如
や
健
康
状
態
等
の
主
観
的
事
情
は
考
慮
さ
れ
な

一
連

し　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
判
例
に
現
わ
れ
た
監
査
役
の
責
任
発
生
事

例
か
ら
、
監
査
役
が
と
く
に
注
意
を
払
う
べ
き
取
締
役
の
違
法
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
〕

為
が
類
型
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
粉
飾
決
算
、
放
漫
経
営
と
く

　
　
　
＾
弼
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
〕

に
手
形
濫
発
、
お
よ
び
役
員
に
よ
る
会
社
財
産
の
横
領
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
締
役
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
監
査
役
は
常
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
監
査
役
は
、
そ
れ
ら
を
発
見
し
た
場
合

に
は
、
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
に
報
告
し
、
必
要
が
あ
れ
ぱ
、

差
止
請
求
権
を
は
じ
め
と
す
る
是
正
手
段
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
違
法
行
為
を
看
過
し
、
是
正
措
置
を
怠
る
こ

と
に
よ
り
、
会
社
ま
た
は
第
三
者
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
0
〕

は
、
監
査
役
の
責
任
が
生
ず
る
。

　
第
二
に
、
連
帯
責
任
は
、
監
査
役
の
責
任
を
加
重
す
る
と
同
時
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に
、
会
社
ま
た
は
第
三
者
に
よ
る
責
任
追
及
を
容
易
に
す
る
と
い

う
機
能
を
営
む
。
こ
の
連
帯
責
任
は
、
取
締
役
と
の
連
帯
責
任

（
商
法
二
七
八
条
）
、
監
査
役
相
互
の
連
帯
責
任
（
商
法
二
七
七
条
、

二
八
O
条
）
、
お
よ
び
大
会
社
に
あ
っ
て
は
会
計
監
査
人
と
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帥
〕

帯
責
任
（
特
例
法
一
一
条
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
各
場
合
に

お
け
る
連
帯
責
任
は
、
先
に
述
べ
た
取
締
役
の
違
法
行
為
の
類
型

に
応
じ
て
様
々
な
形
で
現
わ
れ
る
が
、
業
務
・
会
計
の
両
監
査
に

跨
る
監
査
役
監
査
の
位
置
づ
け
か
ら
も
、
責
任
追
及
の
容
易
化
と

い
う
連
帯
責
任
の
機
能
か
ら
も
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
連
帯
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
腕
）

任
が
認
め
ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
以
上
に
述
ぺ
た
監
査
役
の
責
任
強
化
は
、
監
査
役
に
職
責
の
重

大
さ
を
認
識
せ
し
め
、
も
っ
て
監
査
役
制
度
運
用
の
適
正
化
を
計

る
と
い
う
政
策
的
見
地
か
ら
も
支
持
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
当
事

者
間
の
利
害
関
係
の
調
整
は
、
損
害
惹
起
へ
の
寄
与
度
お
よ
び
過

失
の
軽
璽
を
掛
酌
し
て
求
償
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
る

ぺ
き
で
あ
る
。

（
1
）
　
監
査
役
会
制
度
の
歴
史
的
沿
革
お
よ
ぴ
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

　
菅
原
菊
志
「
西
独
株
式
法
に
お
け
る
監
査
制
度
H
、
目
」
民
商
五
七

　
巻
二
号
、
五
号
、
五
九
巻
四
号
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
監
査
役
制

　
度
の
変
遷
－
一
八
九
七
年
の
新
商
法
か
ら
一
九
三
一
年
の
緊
急
令

　
ま
で
ー
L
法
学
四
六
巻
一
号
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の

　
歴
史
的
研
究
と
し
て
は
、
甲
－
U
．
＝
勺
潟
員
⊂
σ
睾
ミ
害
巨
冒
晒
｛
肇
O
享

　
巨
｛
o
『
目
き
o
冨
冨
o
g
；
匹
o
o
竃
昌
房
o
巨
一
旨
邑
8
訂
｝
芭
津
冒
o
o

　
○
鶉
＞
o
匡
o
津
胃
牡
窃
目
塞
す
o
o
冒
＞
ζ
一
g
咽
器
冨
↑
ま
少
一
暑
9
ω
．

　
富
声
（
享
巨
O
日
O
邑
雪
臼
三
血
『
ご
■
号
潟
景
ζ
σ
彗
峯
芭
9
自
目
胴
毛
3
0
巨
）

（
2
）
同
．
O
鼻
昌
σ
o
曇
司
冒
蚕
8
署
竃
痔
一
ま
餉
ぎ
黎
o
ヴ
暫
募
一

　
巨
一
N
9
冨
o
享
鼻
ヨ
『
｝
g
『
庁
茅
三
ユ
眈
o
巨
串
津
（
黒
｝
）
一
同
お
墨
冨
自
自
叩

　
閉
宇
o
幕
6
N
9
ω
．
o
o
｛
．

（
3
）
監
査
役
会
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
ρ
ω
匿
吹
P
冒
o

　
国
竺
g
自
o
q
口
窃
＞
巨
匡
o
巨
蜆
『
牡
岨
毒
『
ミ
片
敦
o
｝
辻
皇
o
甘
o
｝
①
巨
昌
け
．

　
8
序
ば
冒
o
q
昌
忌
蜆
＜
o
鶉
斤
嘗
o
鶉
墨
g
ま
昌
＞
汀
弍
彗
岬
易
g
N
二
三

　
U
｝
6
N
少
ω
．
＝
ω
1
参
照
。

（
4
）
－
－
ω
o
邑
P
ぎ
碕
音
9
冒
o
司
冒
窒
畠
9
o
鶉
葭
匡
昌
－

　
『
9
ケ
叶
＝
O
－
蜆
目
＞
目
尿
－
O
ブ
房
H
黒
m
旨
2
肖
C
目
冨
『
目
血
旨
冒
O
冒
岬
斥
『
厨
9
旨
“

　
＞
Ω
　
一
〇
〇
〇
ω
　
ω
－
－
杜
－
一

（
5
）
　
0
：
蜆
訂
胃
9
o
巨
ω
o
フ
9
0
Ω
串
一
〇
弐
o
－
く
o
目
ω
H
一
㎞
．
H
o
ミ
一
＞
弓

　
昌
o
『
汗
自
目
o
q
く
o
自
』
1
ω
o
冒
－
0
H
一
ざ
“
＞
Ω
一
〇
〇
〇
ω
一
〇
〇
l
o
〇
一
申
こ
の
事

　
案
は
、
担
保
を
確
保
せ
ず
に
融
資
を
行
い
倒
産
し
た
銀
行
の
監
査
役

　
員
の
責
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
・
判
旨
は
、
「
監
査
役
員
は
、

　
個
々
の
事
案
の
状
況
に
応
じ
て
通
常
の
監
査
役
員
に
要
求
し
う
る
と

　
同
一
の
注
意
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
責
任
を
負
う
。
通
常
の
監
査
役

　
員
と
は
、
営
業
上
お
よ
ぴ
財
政
上
の
事
柄
に
つ
き
、
平
均
的
商
人
よ

　
り
も
大
き
な
知
識
と
経
験
を
有
し
、
困
難
な
法
律
上
お
よ
び
経
営
上

　
の
関
係
を
認
識
し
、
か
つ
会
社
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
効
果
を
判
断
し
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う
る
能
カ
を
有
す
る
者
を
い
う
」
と
の
一
般
論
を
述
ぺ
た
後
、
「
銀

　
行
の
監
査
役
員
は
、
大
口
融
資
に
際
し
て
は
、
担
保
の
経
済
的
法
的

　
品
質
を
検
査
し
、
担
保
の
設
定
が
有
効
か
ど
う
－
か
、
債
務
者
が
支
払

　
不
能
に
陥
っ
た
場
合
で
も
十
分
な
担
保
が
確
保
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

　
事
前
に
確
認
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
監
査
役
員
は
、

　
法
律
上
の
知
識
の
欠
如
を
援
用
し
え
な
一
い
」
と
し
て
、
監
査
役
員
の

　
責
任
を
認
め
た
。

（
6
）
罵
碁
員
穴
α
一
冨
『
肉
o
昌
昌
1
＞
ζ
9
穴
堅
昌
5
き
P
吻
ζ
－

　
勾
旦
自
「
山
ω
一

（
7
）
　
昌
｛
雪
－
■
曽
匝
昌
F
Ω
昌
団
斥
o
目
昌
．
＞
ζ
9
い
＞
自
p
5
N
“

　
讐
二
ξ
目
ー
ド

（
8
）
5
烹
・
・
■
竃
腎
昇
Ω
冒
籟
ぎ
昌
昌
－
一
吻
H
H
－
＞
目
…
N
．

（
9
）
ω
o
巨
一
≡
。
日
一
9
o
寮
o
目
昌
’
＞
犀
9
ω
＞
畠
．
一
轟
貝
吻
ヨ
＞
目
旨
．

　
ひ
｝
．

（
1
0
）
㎝
．
U
ε
ρ
N
三
一
冨
o
星
一
〇
宇
蜆
国
ら
冒
吹
冒
o
＞
自
健
き
彗
童
o
－

　
○
筥
p
匡
昌
害
－
＞
冨
朋
g
募
竃
山
昌
＞
目
邑
o
巨
胃
箒
｛
彗
＞
9
ぎ
一
N
o
勾

　
6
ご
一
ω
－
8
］
．

（
n
）
ω
O
巨
≡
泰
9
0
睾
O
昌
昌
’
吻
ε
ぎ
目
」
ド

（
1
2
）
　
U
o
㎜
9
N
Ω
勾
5
ご
一
ω
1
山
8
一
声
Ω
．
N
而
冒
潟
－
貝
軍
品
8

　
○
胃
＞
目
巨
o
g
胃
黒
旨
凹
津
目
轟
し
『
＞
o
勺
H
畠
（
5
蟹
）
一
ω
．
N
旨
1

（
u
）
　
こ
の
理
諭
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
田
達
明
「
不
法
行
為
帰
責

　
論
」
九
六
貢
以
下
参
照
。

（
1
4
）
　
呂
雪
箒
島
一
肉
α
巨
亀
床
o
昌
員
一
閉
8
勾
｛
昌
－
畠
一
二
毫
耐
『
1

　
G
σ
o
毫
閏
g
冒
o
司
｛
雲
o
耳
ω
。
H
買
た
だ
し
、
各
学
説
の
理
論
構
成

　
は
区
々
で
あ
り
、
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
く

　
に
、
注
意
義
務
違
反
が
構
成
要
件
に
該
当
す
る
の
・
か
、
あ
る
い
は
損

　
害
の
惹
起
が
構
成
要
件
で
あ
り
、
注
意
義
務
違
反
が
違
法
性
基
準
と

　
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
説
が
分
れ
る
。

（
1
5
）
　
二
重
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
田
・
前
掲
書
一
〇
八
頁
参
照
。

（
1
6
）
　
［
号
電
『
F
C
す
彗
峯
豊
巨
昌
o
冒
眈
勺
彗
〇
一
員
ω
．
冨
u
‘

（
1
7
）
ω
o
巨
冒
。
日
一
9
o
窯
o
目
昌
．
一
㎝
8
＞
目
昌
．
H
ご
峯
葦
畠
μ
宍
9
・

　
篶
『
宍
o
昌
昌
一
吻
8
宛
o
昌
．
お
．

（
㎎
）
　
■
号
潟
鼻
⊂
σ
雪
毛
碧
｝
冒
o
q
蜆
o
害
o
軍
一
ω
」
ミ
．

（
1
9
）
O
－
卑
彗
o
目
…
3
一
】
o
雰
o
巨
藪
置
一
冒
胴
膏
『
ぎ
室
9
一
眈
・

　
島
亘
－
薯
〉
ω
l
a
．
（
－
旨
δ
一
〇
q
o
目
ρ
8
舳
3
o
算
一
ω
量
目
ρ
昌
目
昌
Φ
■

　
肉
8
巨
窒
迂
一
冒
o
有
）
こ
の
説
に
よ
れ
ぱ
、
債
権
者
は
、
固
有
特
別
の

　
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
い
て
請
求
し
う
る
の
で
は
な
く
・
訴
訟
当

　
事
者
た
る
地
位
（
軍
o
N
g
県
彗
穿
o
ぎ
津
）
に
基
づ
い
て
会
社
の
請

　
求
権
を
行
使
し
う
る
と
す
る
。

（
2
0
）
　
ω
o
巨
…
品
一
〇
δ
国
ぎ
冒
目
－
一
8
＞
目
昌
志
一
呂
o
斗
昌
9
床
α
－
畠
H

　
宍
o
冒
昌
一
醐
8
宛
｛
目
「
亀
．

（
2
1
）
　
N
o
昌
潟
－
貝
＞
o
巾
旨
仰
ω
1
8
o
申

（
2
2
）
　
ω
2
…
轟
一
Ω
昌
睾
o
昌
目
。
吻
8
＞
目
目
、
S
。
会
社
償
権
者
は
、

　
こ
れ
以
外
に
も
、
監
査
役
員
に
対
す
る
会
社
の
請
求
権
を
差
押
え
、

　
転
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
監
査
役

　
員
が
会
社
に
対
し
て
申
し
立
て
う
る
す
ぺ
て
の
抗
弁
、
た
と
え
ば
会

　
社
に
よ
る
請
求
権
の
放
棄
や
和
解
等
の
抗
弁
を
う
け
る
こ
と
に
な

　
る
。
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％
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ω
o
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目
岬
－
　
（
｝
『
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籟
斤
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－
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目
－
－
　
…
…
o
ω
　
＞
自
H
目
－
阜
い
．

（
2
4
）
ω
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q
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津
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（
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竃
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叶
彗
μ
穴
α
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篶
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ぎ
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一
㎜
ま
射
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・
よ
伽
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（
2
6
）
ω
9
…
自
o
q
一
9
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津
o
昌
員
閉
8
ぎ
昌
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N
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（
η
）
　
　
］
四
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N
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目
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9
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N
o
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亀
旨
仰
ω
．
昌
N
．

（
3
0
）
　
こ
れ
ら
の
注
意
義
務
概
念
は
、
債
務
者
の
一
般
的
注
意
義
務
を

　
定
め
た
民
法
典
二
七
六
条
の
「
取
引
に
お
い
て
必
要
な
注
意
」
を
、

　
　
具
体
化
な
い
し
特
殊
化
し
た
も
の
と
解
せ
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（
N
①
昌
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貝

　
　
＞
亀
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＞
目
…
介

N
o
昌
渇
一
亘
＞
亀
H
員
ω
．
胃
。
。
1

卑
α
昌
員
o
8
窯
o
昌
昌
．
一
閉
一
N
－
＞
昌
自
I
N
．

｝
邑
冒
8
0
8
津
o
冒
昌
－
一
醐
H
ご
＞
目
昌
．
N
l

N
也
－
］
－
、
o
－
目
．
　
＞
o
巾
　
一
㎞
㎞
’
　
ω
．
　
N
H
o
o
．

N
血
－
H
■
勺
o
旨
自
｝
　
＞
o
巾
　
－
㎞
伽
’
　
ω
．
　
N
H
o
o
．

卑
α
…
O
■
9
0
窯
O
昌
昌
．
一
竈
N
一
＞
目
昌
L
．

u
o
o
巨
－
旨
目
o
q
1
　
〔
…
H
0
b
片
o
H
口
自
－
l
o
　
…
…
H
－
ひ
　
＞
目
－
H
r
　
㎞
・

N
o
昌
渇
一
貝
＞
亀
一
員
ω
．
曽
閉
1

ω
o
巨
自
－
目
晒
－
　
o
『
o
邑
片
〇
一
H
1
目
－
．
一
…
…
－
一
ひ
　
＞
目
昌
－
　
卓
．

－
〕
O
閉
ρ
　
N
Ω
射
　
一
〇
N
μ
　
ω
．
ω
O
N
l

ω
o
巨
－
＝
－
目
o
日
u
〔
…
『
o
o
片
o
H
5
H
目
1
1
　
㎜
一
－
α
　
＞
■
H
目
’
　
N
．

N
o
H
目
o
o
＝
目
一
　
＞
o
勺
　
－
伽
㎞
－
　
ω
－
　
～
一
〇
－

ω
麸
。
官
9
b
｝
6
）
ω
1
竃
o
．

ω
O
σ
－
饒
■
O
員
1
〔
｝
H
O
団
汗
O
目
－
目
－
．
’
　
吻
O
ω
　
＞
目
H
口
‘
　
－
0
1

ω
O
巨
旨
四
9
0
睾
O
昌
目
．
一
閉
8
＞
目
昌
L
O
1

＝
電
o
鼻
o
げ
曾
董
o
巨
・
。
・
餉
忌
δ
貝
o
o
．
冒
N
・

N
o
自
－
O
o
－
自
一
＞
o
勺
　
－
㎞
μ
　
ω
－
　
N
0
0
－
…
　
ω
o
巨
簑
－
曽
O
q
l

＞
自
冒
－
6
－

Ω
H
0
b
片
o
日
口
日
ロ
ー
’
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（
｛
㎝
）
　
　
N
耐
胃
－
、
O
＝
目
一
　
＞
o
勺
　
－
㎞
仰
ω
－
N
心
一
1

（
6
2
）
　
ご
召
竃
F
G
『
o
暑
閏
2
昌
岬
岩
雲
o
昇
ω
」
§

（
6
3
）
　
甲
－
U
・
■
号
鳴
呈
；
｛
o
『
昌
因
F
一
〇
冨
冨
o
巨
冒
o
o
q
o
竃
8
房
o
巨
自
巨
－

　
烏
詩
O
茅
雪
固
津
昌
売
箒
餉
＞
自
匡
O
巨
眈
量
冨
O
目
O
軸
昌
旨
睾
α
睾
＞
斤
－

　
圧
昌
需
器
自
餉
g
良
戸
…
一
z
』
婁
s
ミ
一
ω
．
§
遣
．

（
6
4
）
　
ω
o
巨
≡
泰
一
0
8
窯
o
ヨ
昌
一
吻
8
＞
目
昌
．
曽
．

（
6
5
）
E
署
賢
一
旨
鶉
量
9
品
蜆
呂
一
〇
貝
ω
I
H
S
一
ω
9
…
泰
一
Ω
・
o
－

　
目
界
o
昌
昌
j
吻
8
＞
■
昌
－
s
．

（
6
6
）
　
＝
勺
鶉
『
F
2
』
ξ
6
ミ
一
ω
一
8
o
o
．

（
6
ア
）
　
＝
勺
電
『
F
2
』
ミ
筍
ミ
一
ω
。
豊
o
o
■
こ
れ
以
外
に
も
、
会
社
に

　
対
す
る
一
般
的
法
律
関
係
か
ら
、
信
義
則
に
従
っ
て
導
き
出
さ
れ
る

　
と
解
す
る
説
も
あ
る
（
＜
o
q
F
ω
o
巨
≡
晶
一
Ω
曽
困
斥
o
昌
昌
。
㎜
8
＞
目
昌

　
竃
1
）

（
6
8
）
　
ω
o
巨
≡
目
四
〇
『
亀
ぎ
目
…
一
醐
二
α
＞
目
…
㎞
．

（
6
9
）
　
＝
o
喝
員
乞
』
ミ
も
ミ
一
ω
．
～
山
8
1

（
η
）
N
彗
呈
貝
＞
亀
曇
一
ω
．
§
一
9
巨
≡
泰
9
0
窯
§
昌
．
’

　
吻
＝
ひ
＞
目
昌
－
㎞
．

（
η
）
　
■
甘
潟
貝
⊂
σ
o
…
碧
巨
昌
鵯
o
2
〔
員
ω
．
ご
H
．

（
η
）
　
■
号
、
O
貝
乞
』
ミ
6
ミ
一
〇
〇
．
8
8
1

（
乃
）
　
N
o
昌
潟
－
貝
＞
亀
－
員
o
o
．
s
－
一
ご
電
鶉
戸
z
』
毫
δ
ミ
一

　
ω
1
8
旨
．

（
μ
）
　
■
号
勺
宰
F
z
－
毫
5
ミ
一
ω
1
竃
o
－
．

（
乃
）
　
中
川
高
男
・
注
釈
民
法
但
⑤
一
七
一
買
以
下
参
照
。

（
7
6
）
　
山
村
忠
平
・
注
釈
会
社
法
ω
五
九
五
頁
。

（
η
）
　
神
戸
地
姫
路
支
決
昭
四
一
・
四
・
一
一
下
民
集
一
七
巻
三
・
四

　
号
二
二
二
頁
。
東
京
地
判
昭
五
二
・
七
・
一
判
時
八
五
四
号
四
三
員
。

（
閥
）
　
監
査
役
の
責
任
は
否
定
さ
れ
た
が
、
東
京
地
判
昭
五
八
二
一
・

　
二
四
判
時
一
〇
七
一
号
二
一
二
頁
、
が
あ
る
。

（
η
）
　
山
口
地
判
大
六
・
三
・
八
新
聞
一
四
五
一
号
一
七
頁
。
東
京
地

　
判
昭
四
・
八
エ
ハ
新
聞
三
〇
五
〇
号
二
一
頁
。
以
上
は
、
昭
和
二
五

　
年
商
法
改
正
前
の
判
例
で
あ
る
が
、
昭
和
四
九
年
商
法
改
正
に
よ
り

　
監
査
役
に
業
務
監
査
権
隈
が
与
え
ら
れ
た
の
で
現
行
法
に
お
い
て
も

　
参
考
と
し
う
る
。

（
8
0
）
　
た
だ
し
、
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
の
側

　
に
も
不
注
意
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を
否
定

　
す
る
か
、
あ
る
い
は
過
失
相
殺
に
よ
り
監
査
役
の
責
任
を
軽
滅
す
る

　
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
8
1
）
　
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
堀
口
亘
「
監
査
役
の
義
務
と
責

　
任
」
新
版
監
査
役
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
一
八
八
員
以
下
参
照
。

（
8
2
）
　
取
締
役
と
の
連
帯
責
任
の
場
合
、
因
果
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、

　
取
締
役
の
違
法
行
為
が
あ
り
、
監
査
役
の
任
務
解
怠
が
立
証
さ
れ
る

　
と
き
は
、
因
果
関
係
は
推
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
山
村
忠
平
・
新

　
商
法
に
よ
る
株
式
会
社
監
査
一
〇
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
犬
単
専
任
講
師
）

㎝




